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宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
厳
修
に
あ
た
っ
て

正
尊
寺

第
十
八
代
住
職

杉
山
雲
来

平
成
二
十
四
年
一
月
十
六
日
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
七
五
〇
回
忌
に
あ
た
り
、
本
山
本
願
寺
で
は
盛
大
に
大
遠
忌

法
要
御
正
当
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

御
門
主
様
は
こ
の
度
の
法
要
に
際
し
御
消
息
で

「
聖
人
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
お
徳
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
深
く
受
け
と
め
、
混
迷
の

時
代
を
導
く
灯
火
と
し
て
、
広
く
伝
わ
る
よ
う
努
め
た
い
。」

と
決
意
を
持
っ
て
御
親
修
に
な
り
ま
し
た
。

正
尊
寺
に
お
き
ま
し
て
も
宗
祖
聖
人
の
御
遺
徳
を
偲
び
、
門
信
徒
一
丸
と
な
っ
て
大
遠
忌
法
要
を
勤
め
る
よ
う
六
年
の
歳
月
を
か

け
諸
計
画
を
立
て
準
備
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
計
画
の
柱
は
老
朽
化
し
教
化
施
設
と
し
て
不
相
応
な
庫
裡
の
新
築
を
記
念
事
業
と
し
て
、
門
信
徒
の
懇
念
と
役
員
委
員
設
計

施
工
各
位
の
叡
智
を
結
集
し
す
す
め
て
参
り
、
お
か
げ
を
も
っ
て
平
成
二
十
二
年
十
二
月
末
に
は
立
派
な
新
庫
裡
が
竣
工
い
た
し

ま
し
た
。

新
庫
裡
は
完
成
以
来
一
年
余
、
今
御
法
要
を
厳
修
す
る
ま
で
様
々
な
行
事
に
お
い
て
活
用
さ
れ
、
お
斎･

会
食
・
休
憩
お
や
つ
な

ど
ゆ
っ
た
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、
法
要
行
事
へ
の
参
加
者
も
増
加
し
お
寺
参
り
へ
の
喜
び
の
声
が
響
く
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

門
信
徒
の
皆
様
に
は
今
法
要
記
念
事
業
を
完
遂
す
る
た
め
物
心
両
面
に
多
大
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
正
尊
寺
が
こ
こ

に
再
建
さ
れ
五
〇
〇
年
、
先
祖
代
々
の
大
切
に
護
り
継
が
れ
た
愛
山
護
法
の
伝
統
を
守
り
伝
え
る
環
境
が
整
い
、
祖
師
聖
人
の
ご

教
化
に
感
謝
し
つ
つ
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
を
厳
修
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
共
々
慶
び
た
い
と
思
い
ま
す
。。

ふ
り
返
り
み
れ
ば
こ
の
六
年
間
に
正
尊
寺
を
支
え
て
頂
い
た
総
代
さ
ん
や
多
く
の
ご
門
徒
方
、
そ
し
て
前
住
職
が
完
成
を
見
る
こ

と
無
く
お
浄
土
へ
往
か
れ
、
と
も
に
御
祝
い
で
き
な
い
寂
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
先
人
の
方
々
か
ら
大
き
な
る
力
を
頂
き
こ
こ
ま

で
来
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
現
総
代
役
員
の
皆
様
方
に
多
大
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
、
宗
祖
の
大
遠
忌
法
要
が
円
成
で
き
ま
す

こ
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

表紙裏
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大
遠
忌
法
要
を
お
迎
え
し
て正

尊
寺
責
任
役
員

森
田

力

（
写
真
）

こ
の
程
、
本
願
寺
に
お
い
て
大
遠
忌
法
要
が
厳

修
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
正
尊
寺
に
お
き
ま
し
て
宗

祖
親
鸞
聖
人
の
御
遺
徳
を
偲
び
、
門
信
徒
の
皆
様

と
役
員
委
員
の
方
々
の
叡
智
に
よ
り
、
立
派
な
庫

裡
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
正
尊
寺
を
私
ど
も
の
子
孫
へ
伝
え
よ
う

と
す
る
、
皆
様
の
深
い
願
い
に
よ
っ
て
成
し
え
た

も
の
と
推
察
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
正
尊
寺
門
信
徒
全
員
が
こ
の
素
晴
ら
し
い
庫
裡
に
親
し

み
、
あ
や
か
り
そ
し
て
本
堂
に
座
り
、
み
教
え
を
聴
聞
し
お
念
仏
と
共

に
人
生
を
送
り
、
こ
の
み
教
え
を
永
遠
に
子
や
孫
に
と
深
く
伝
え
る
こ

と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

茲
に
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
た
び
門
信
徒
皆
様
の
記
念
事
業
完
遂
の
た
め

物
心
両
面
に
い
た
る
多
額
の
浄
財
を
ご
寄
進
賜
り
ま
し
た
誠
意
と
懇
心

に
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
対
し
て
責
任
役
員
と
し
て
言
葉
足
ら
ず
の
蕪

辞
で
は
あ
り
ま
す
が
、
重
ね
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

前
住
職
様
は
じ
め
門
信
徒
様
に
お
い
て
庫
裡
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
お

浄
土
へ
往
か
れ
ま
し
た
各
位
を
思
う
と
き
お
寂
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
の
立
派
な
庫
裡
が
荘
厳
さ
の
中
に
門
信
徒
の
皆
さ
ま
は
じ
め

若
い
方
々
に
、
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
い
だ
き
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

よ
う
、
切
望
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
住
職
ご
夫
妻
様
に
は
お
子
様
も
立
派
に
成
長
さ
れ
、
ご
家
族

揃
っ
て
深
く
地
域
社
会
の
ご
奉
仕
の
一
念
に
か
ね
が
ね
敬
服
い
た
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
住
職
様
に
は
正
尊
寺
の
ま
す
ま

す
の
ご
繁
栄
を
念
願
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

併
せ
て
門
信
徒
の
皆
様
に
は
、
わ
が
法
園
山
正
尊
寺
の
護
寺
運
営
に
一

層
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
門

信
徒
の
ご
親
族
皆
様
の
ご
自
愛
ご
健
勝
を
念
じ
申
し
上
げ
ま
す

大
遠
忌
記
念
事
業
完
遂
し
て

正
尊
寺
門
信
徒
会

本
部
委
員
長

林
隆
一

（
写
真
））

平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
、
宗
祖
七
五
〇
回
大
遠

忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
六
年
前
よ
り

住
職
及
び
本
部
役
員
等
の
方
々
が
計
画
さ
れ
、
平

成
十
八
年
の
臨
時
役
員
総
会
で
、
満
場
一
致
議
決

さ
れ
た
、
記
念
法
要
と
庫
裡
・
書
院
浴
室
の
新
築

を
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

計
画
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
役
員
の
方
々
が
浄

土
へ
往
か
れ
た
あ
と
、
旧
役
員
の
方
々
の
お
教
え
を
受
け
、
新
役
員
と

し
て
、
門
徒
全
員
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
特
に
、
庫
裡
に
つ
い
て

は
『
門
信
徒
の
皆
さ
ん
が
、
明
る
く
、
気
楽
に
声
か
け
て
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
庫
裡
で
あ
っ
て
、
会
館
の
多
様
性
も
か
ね
そ
な
え
た
建
物
。
一

方
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
て
荘
厳
さ
も
、
求
め
て
い
き
た
い
。
』

こ
ん
な
住
職
さ
ん
の
思
い
を
充
分
に
く
み
、
建
築
委
員
会
を
開
き
、
幾

度
と
協
議
を
重
ね
、
住
職
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
も
多
く
取
り
入
れ
た
実
施

計
画
図
案
が
完
了
し
た
後
は
、
一
気
に
業
者
選
定
、
着
工
と
順
調
に
竣

工
に
向
か
っ
て
進
み
ま
し
た
。

時
代
は
大
変
経
済
状
況
が
お
も
わ
し
く
な
い
中
、
昨
年
は
、
東
日
本
大

震
災
に
会
い
ま
し
た
け
ど
門
徒
懇
志
、
特
別
懇
志
を
何
を
お
い
て
も
寺

の
た
め
と
御
協
力
い
た
だ
き
、
た
だ
た
だ
心
の
中
で
、
常
に
合
掌
の
御

礼
で
し
た
。

大
計
画
か
ら
実
行
、
そ
し
て
最
後
の
一
歩
手
前
で
浄
土
に
向
か
わ
れ
た

前
住
職
様
の
葬
儀
が
、
庫
裡
で
行
う
最
初
の
行
事
と
し
て
執
り
行
わ
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
も
、
前
住
職
様
に
深
く
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

役
員
で
、
大
遠
忌
法
要
前
に
、
浄
土
向
か
わ
れ
た
各
位
に
見
守
ら
れ
今

日
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
遠
忌
法
要
・
庫
裡
新
築
落
慶
法
要
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
、
全
各

位
へ
お
礼
申
し
上
げ
、
今
後
も
今
ま
で
以
上
に
正
尊
寺
護
寺
に
ご
尽
力

頂
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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－目次－

記
念
誌
発
刊
に
あ
た
っ
て

正
尊
寺
門
信
徒
会
副
委
員
長

小
川
賢
司

今
般
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要

を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
門
信
徒
の
皆

様
か
ら
御
賛
同
と
御
懇
志
の
お
か
げ
で
記

念
事
業
の
庫
裡
新
築
工
事
を
施
工
完
成
に

到
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

建
築
委
員
会
発
足
か
ら
二
年
余
、
着
工
か
ら
十
一
ヶ
月
の
短

い
工
期
で
し
た
が
、
近
在
に
は
見
ら
れ
な
い
純
木
造
の
二
〇

〇
坪
を
超
え
る
、
威
風
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い
庫
裡
が
完

成
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
庫
裡
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
ご
住
職
は
工
事
の
様
子

な
ど
を
写
真
に
撮
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、

正
尊
寺
門
徒
が
一
丸
と
な
り
、
建
築
業
者
さ
ん
も
一
生
懸
命

施
工
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
と
の
評
判
が
た
っ
て
お
り

ま
し
た
。

役
員
会
で
も
そ
れ
ら
の
写
真
を
つ
か
っ
て
、
誰
で
も
が
見
ら

れ
る
写
真
集
と
し
て
記
念
に
残
せ
な
い
か
と
い
う
提
案
が
な

さ
れ
、
五
万
枚
以
上
撮
ら
れ
た
工
事
写
真
の
中
か
ら
厳
選
し

一
冊
に
纏
め
、
こ
こ
に
法
要
記
念
誌
と
し
て
発
刊
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

庫
裡
の
新
築
計
画
か
ら
完
成
ま
で
の
記
録
を
写
真
集
で
御
覧

戴
き
つ
つ
、
門
信
徒
皆
様
方
の
血
財
に
て
大
事
業
完
遂
で
き

た
『
勝
縁
』
と
、
子
・
孫
末
代
迄
語
り
継
い
で
戴
き
た
く
思

う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

3

庫
裡
建
築
写
真
集

4

計
画
趣
意

5

建
築
委
員
会

6

手

斧

初

式

ち
よ
う

な

は
じ
め

7

寺
山
の
伐
採

8

北
駐
車
場
用
水
路
付
け
替

9

庭
木
の
移
動

1
0

材
料
見
学

1
2

旧
庫
裡
お
別
れ

1
4

大
玄
関
の
曳
屋
移
動

1
5

起
工
式

1
6

基
礎
工
事

1
8

建
て
方
工
事

2
2

上
棟
式

2
4

耐
震
と
泥
壁

2
5

屋
根
工
事

2
7

造
作
工
事

3
1

完
成
写
真

3
4

前
住
職
の
葬
儀

3
5

集
い
の
お
庫
裡
写
真

3
6

お
勤
め

宗
祖
讃
仰
作
法
〈
音
楽
法
要
〉

3
7

頂
礼
文

3
8

正
信
念
仏
偈

4
2

和
讃
・
念
仏

4
6

回
向
文

4
7

宗
祖
御
消
息

4
8

お
寺
の
行
事
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庫
裡
の
新
築
に
あ
た
り建

築
委
員
長

青
木
博
司

今
か
ら
百
十
数
年
前
に
旧
家
を
移
築
し

て
建
て
ら
れ
た
庫
裡
は
、
古
く
な
り
屋

根
瓦
の
づ
れ
に
よ
る
雨
漏
り
や
襖
は
動

か
ず
床
鳴
り
も
激
し
く
、
最
近
騒
が
れ

て
い
る
耐
震
強
度
の
点
に
お
い
て
も
限

界
に
達
し
て
い
る
と
の
判
断
に
よ
り
、
先
代
役
員
の
皆
様

方
が
庫
裡
の
建
替
を
計
画
さ
れ
、
私
ど
も
現
在
の
役
員
が

そ
れ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
会
で
は
世
相
と
経
済
の
不
況
と
物
価
の
上
昇
を
考

え
、
当
初
計
画
よ
り
着
工
を
一
年
早
め
た
平
成
二
十
二
年

一
月
と
定
め
、
何
度
も
建
築
委
員
会
を
開
き
グ
ラ
ン
ド
プ

ラ
ン
を
検
討
し
、
設
計
士
を
選
定
し
て
入
札
に
よ
る
施
工

業
者
決
定
ま
で
す
す
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
東
北
大
震
災
の
三
ヶ
月
前
に
は
完
成
し
、
工
事

遅
延
や
原
材
料
高
騰
な
ど
震
災
の
影
響
を
受
け
ず
、
最
高

の
技
術
と
材
料
で
歴
史
に
残
る
よ
う
な
庫
裡
が
完
成
し
ま

し
た
。

施
工
は
本
体
工
事
を
大
野
町
の
丸
平
建
設
、
書
院
玄
関
修

復
を
市
内
の
浅
川
建
設
、
と
も
に
正
尊
寺
門
徒
の
工
務
店

が
県
内
有
力
建
設
業
者
の
入
札
価
格
を
押
さ
え
て
請
け
負

っ
て
も
ら
え
、
師
匠
寺
の
大
事
業
と
社
長
さ
ん
か
ら
現
場

の
職
人
さ
ん
に
至
ま
で
、
材
料
を
吟
味
し
丁
寧
な
仕
事
ぶ

り
に
建
築
委
員
と
し
て
安
心
し
て
見
届
け
さ
せ
て
も
ら
え

ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ご
門
徒
皆
様
方
の
お
力
に
よ
っ
て
出
来
た
こ
と

で
あ
り
、
今
後
多
く
の
人
の
集
い
の
場
所
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

平成18年

4月8日 役員総会に原案諮る

6月17日 臨時総会で計画承認

平成19年

4月6日 第1期工事起工（書院浴室増築）

6月15日 書院浴室棟完成

平成20年

4月5日 建築委員会発足

工事発注まで20回の委員会で検討
平成21年

9月25日 入札業者説明会

10月8日 ５社による入札

10月16日 工事契約(本体工事)

11月26日 手斧初め式

平成22年

1月16日 旧庫裡解体報告法要

1月20日 着工

2月4日 起工式

4月10日 上棟式

11月12日 前住職逝去

11月29日 工事完了検査

12月15日 完成引渡

12月18日 庫裡仏間入仏法要

12月20日 前住職本葬

平成24年

4月28･29日 落慶法要



( 4 )

・平成３年本堂修復当時の正尊寺全景空

撮

・明治２７年移築建て替えされた旧庫裏

・平成18年6月臨時門徒役員総会にて事業

案を説明される故林秀司委員長



( 5 )

建築委員会

庫裡外観のモデルとなったのは、小田原箱根登

山鉄道風祭駅にある『鈴廣かまぼこ』博物館に

建つ「千世倭樓（ちょうわろう）」の書院造りの母屋（もや）で

す。

仏教壮年会研修旅行で箱根を訪れたとき、昼食

会場になった「かまぼこの里」の近くにあり、住

職は一目で気に入り夢を膨らませまてきました。

庫裡新築の設計監理は一級建築士事務所ＩＮ

Ｏ・小里悟建築士にお願いしました。

請負業者は県内有力工務店５社による相見積

の結果、庫裡本体工事は丸平建設株式会社

（１億7280万円）、玄関移設・公衆トイレ増築工

事は浅川建設株式会社（1380万円）で、平成2

1年10月16日に契約しました。

ともに正尊寺門徒の老舗の建設会社、師匠寺

の大工事に大きな力をそそいでもらえました。

平成21年10月9日

請負業者選定に至るまで15回の建築委員

会を開き細部にわたり検討しました。

平成20年４月５日

役員総会で庫裡建築委員会が承認され誕

生しました。



( 6 )

手斧初式

平成21年11月26日丸平建設本社で正尊寺庫裡新築工事の『手斧初式（ちょうなはじめしき）』が行われました。

伝統的儀式に工事請負関係者と建築委員、総代、仏教婦人会、壮年会の代表が集まり庫裡新築に

よせる熱い思いを結集しました。

美山の寺山から切り出した桧丸

太が会場へ釣り込まれて、伝統

の大工道具「手斧（ちょうな）」で棟梁

がかけ声とともに削り初めの儀

式をしました。

この儀式で正尊寺庫裡新築の

大工作業が本式スタートとなり

ました。



( 7 )

寺山伐採

平成２１年１月建築委員会で伐採された寺山材を見分し、

建築材に使用できるよう製材し乾燥作業に入ってもらいま

した。

数本を丸太のまま記念木化粧材として使えるよにし、その

材が手斧初式に担ぎ込まれ、玄関ホールのシンボル柱と

吹抜の化粧梁として使われています。

平成２０年11月、山県市美山神崎から更に７

㎞程山奥に行くと万所（まんどころ）地区があ

ります。

数百年その地域の門徒が寺山として管理さ

れてきた山の木を一車分切り出しました。



( 8 )

北駐車場

工事の下請は西郷の高橋重建さん、敷地脇に

あった花壇と柿畑も除却し舗装、気持ちよく追加

工事に応じてもらえました。

設計段階になり木造庫裡を建設するには旧庫

裏より基礎が３ｍ北側にはみ出ることが判明し

ました。

行政と自治会から許可をもらい、用水路と側道

の付替作業を９月から先行して行いました。

この土木工事は遠藤造林株式会社が請負って

もらえ、駐車場として使いやすいように、水路は

全て伏せこしの施工で境内地と駐車場が一体

化しました。



( 9 )

庭木移動

平成２１年１月報恩講前には本体工事着工に先が

け、境内庭木の撤去がはじまりました。

境内整備は後藤造園さんの受け持ちで、樹木の養

生移植、庭石の移動などが行われていきました。

移植最大の難関は樹齢２００年以上のモミジ、

昨年から根切りなどの準備がされていました

が、レッカーで掘り出し移動は大変な作業になり

ました。

多くの樹木は下川原の後藤造園土場に運ばれ

完成後の造営まで一時避難です。



( 10 )

材料を見る

丸平建設にて会社役員・担当監督の紹介

と説明を受ける本部役員と建築委員

材料見学会に参加した正尊寺関係者の記

念撮影

ケヤキの大黒柱も仕様帳の太さより一回り

以上太く、木肌は美しく性も良く立派です。

大きな倉庫に広げられた正尊寺庫裡の柱を

確認しました

総二階の庫裡を支える25㎝×7ｍの丹波から

切り出された桧柱は24本ありました。

二階の大屋根を支える地棟は米松、設計強度

の太さは貼ってある白い紙の直径で、使用材

は1.5倍以上の太さがあります。

仏教壮年会も材料見学

に行き14ｍの長い地棟

に驚きでした。



( 11 )

二階を支える大断面集成材の梁、大広間

の天井には厚さ60㎝×8ｍのこの梁が90㎝

間隔で16本並びます。

52畳の大広間と総二階という在来工法だ

けでは建築不可能な庫裡、棟梁の墨出し

にも気合いが感じられました。

本堂のような勾配の反り屋根、妻の破風の曲線は外観の命です、原寸図を書き棟梁と設計士

で細かく打合せをして、水に強く美しい米ヒバで作られました。

大屋根を支える小屋組は５重層、硬い米松

ですがコンピューター制御のプレカット機で

刻まれ、工期の短縮になるようです。

軒先などの雨が当たるところは米ヒバが

使われます。節がまったく無く白く木目の

綺麗なヒバ材が大量に用意されていまし

た。

玄関先のケヤキ

梁彫刻も専門の

職人さんが丹精

込めて彫り込ん

でもらえました。



( 12 )

旧庫裡最後の報恩講

1月14日から3日間、100年以上続いた旧庫

裡の開け放たれた広間でのお斎風景。

御満座の翌日、仏教壮年会のメンバーが庫裡解体

前最後の片付けに馳せ参じてもらえました。

片付けが終わり思い出を語りながら旧庫裏最後の

会食を楽しみました。

15日お初夜は親子でお参り、お庫裡でお華

束焼いて報恩講のお楽しみ。

報恩講最終日の夕刻には本部委員・建築委員・仏婦役員・報恩講取持門徒、総勢60名が開け放た

れた庫裡に集合し、庫裡解体奉告法要がお勤めされました。

解体開始前夜、子ども達が集まって障

子破り大会でも盛り上がりました。



( 13 )

解体作業

解体では最初に室内の畳や建具が全て

運び出されて行きました。

建具も床も無くなった庫裡は広々として、真

っ黒になった柱や桁が哀愁をさそいます。

屋根瓦もめくっては集め、まとめてト

ラックで捨てられていきました。

平成21年1月19日いよいよ庫裡新築工事着工、解体準備がはじめられました。120年五世代に

わたり数え切れないご門徒が出入りした庫裡ともお別れです。

解体ユンボが入って1週間、1月27日

の写真です。

翌28日には庫裡の建物は完全に解

体撤去されました。



( 14 )

玄関の曳屋

正尊寺大玄関は大正15年に完成、唐破風瓦葺きの重厚な式台を備えており、今回は浅川建設施工

で修復されますが、庫裡の地盤改良と基礎成型を一緒に行うため曳屋をして一時待避をしました。

鋼製のレールが敷かれ、ジャッキアップし鉄棒をコロにして滑るように移動していきました。

東へ15ｍ移動し、直角に南へ15ｍ移動し基礎が出来上がるまで境内の真ん中で待避でした。

着工から10日間庫

裡や玄関、坪庭の

あったところは何も

無くなり、広々とした

空間が現れました。



( 15 )

起工式

紅白幕で囲われたテントには正尊寺総代加談、工事関係者は総勢40名参列し行われました。
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鍬入（くわいれ）の儀 鎌：青木建築委員長 鍬：小里設計士 鋤（すき）：林･浅川両社長

平成22年2月4日午前11時から更地になった建設予定

地で起工式が行われました。



( 16 )

基礎
←丁張（ちょうはり）雪の中を測量器

に傘を差しての作業でした。

起工式が済むと建て方に向け基礎を作るための作業が急ピッチで始まりました。

地盤調査→

1ｍより下はグリ石ばかり、

大変良好な地盤です。

地盤改良が始まって１０日目、いくつもの土俵のように整地され、防湿ポリエチレンフィルムが一

面に張り巡らされていきました。

２月２１日日曜日、休日返

上で２人の監督さん墨出し

作業です。

この線をたどってゆくと庫

裡の輪郭がわかりました。

基礎鉄筋は１３トンの鋼材が使われ、１０人以上の職人さんに

よって２日間で完成、頑丈な地中梁と基礎面全体は鳥篭のよ

うな風景でした。

地盤改良セメントタフロック３Eが56トン運び込まれ、基礎面2.5ｍ深さの土に混ぜ合わされました。

基礎の下はカチンカチンのコンクリート状態になっていました。



( 17 )

布基礎は５日間かけ木製型枠でガッチリ作ら

れ、コンクリートが流し込まれました。

起工式から２４日、ベタ基礎の鉄筋型枠も

完成しコンクリート打ちが始まりました。
ベタ基礎には生コン車３４台１６９㎥の

コンクリートが使われました。

鉄筋の鳥篭は広

いコンクリートフロ

アに変わりま し

た。

あれだけあった鉄

筋が布基礎分僅

かとなりました。

生コン車が来ると必ずサンプルを

取り検査、安心です。

基礎天端には黒いドミノのような基礎パッキン

が敷かれ、桧の土台が据え付けられます。 ３月１５日土台ができると大玄関も曳屋され、

あるべきところへと落ち着きました。



( 18 )

建て方始まる

3月18日大屋根を支える14mの地棟（じむね）

に小里設計士さんが硯（すずり）を持ち住職が

揮毫（きごう）しました。

棟梁（とうりょう）が見守るなか御名号や日付な

どが書き上げられました。

建て方最初は大広間部分の通柱に梁

がセットされ建てられていきます。
3月19日の朝は職人さんが集まり本堂に

向かい合掌し建て方がはじまりました。

若いお大工さんは不安定な梁の上でも

自在に作業されています。
8ｍの大断面集成材の梁はレッカーに吊

られ何度も宙を舞っていました。

2階部分を支える大断面の梁は90㎝間隔

に仕組まれていきます。

2日がかりで納められた28本の梁が52畳

の空間をしっかり支えています。



( 19 )

建て方２日目、大黒柱や化粧丸柱を建て

る作業がはじまりました。

７日目玄関のケヤキ虹梁（こうりょう）が組み立

てられます。

２階の地棟も据えられ1週間の作業が終

わりました。

４日目、２階部分の柱が大量に立てられて

いきました。

朝から何台ものトラックで材木が大量に運

び込まれ駐車場は貯木場でした。

玄関上がり端の框（かまち）と鴨居（かもい）も建て

起こされました。

向拝造りの玄関は慎重にクレーンを操作

しながら基礎石ぴったりと納まりました。

玄関建ておこしは冷たい菜種梅雨の中の

作業になりました。



( 20 )

大屋根妻の破風が付けられ米桧葉の美

しい曲線が現れました。

屋根には垂木（たるき）がならび２００坪総二階

の巨大な屋根の姿になりました。

破風（はふ）が青空にブー

メランのように舞い取

付が始まりました。

母屋（もや）が取り付けられ大屋根の姿をイメ

ージできるようになりました。

幅１２㍍５重の小屋組が２階の大屋根とし

て運ばれ据え付けられていきます。

２日間の作業で小屋組が完成し家らしくな

ってきました。

駐車場で組み立てた小屋組がチョウチョ

のように大空を舞っていました。

建て方8日目、大屋根の下地を作る作業

が始まりました。



( 21 )

テコの原理を使ったハネ木工法で屋根の

先端を持ち上げます。

合板の上には１５ミリの杉

板を敷きつめます。
屋根の剛性を高めるため９

ミリの合板を敷きます。

反った大屋根の先端は二重の垂木で作ら

れます。

茅負（かやおい）裏甲（うらご）小裏甲がのせられ三

段構えの美しい軒先になりました。

ハネ木の上に母屋が置かれ垂木が並んで

いきます。

建方２１日目大屋根仕舞（しまい）も終わり上

棟式を待つばかりとなりました。

小屋組作業12日目優美な曲線の反り屋

根が完成しました。

最後にルーフィングが敷かれ

雨の心配が無くなりました。



( 22 )

開式前には続々と関係者が受付をして

木の香薫る庫裡に入ります。

上棟式の棟札は寺山の桧を板にしたもので、寺族･役

員・施工関係者・協力会社、75名の肩書きと氏名が住

職の手で書き込まれました。

上棟式会場は120名の参列者がゆったり座れるよ

うに廊下や会議室にもイスを並べ、往来できるよう

階段も付けられました。

4月10日午前11時 特設荘厳のご本尊前

でお勤めが始まりました。



( 23 )

『上棟の儀』が終了すると庫裏は

祝宴会場に模様替えされ、御祝

いの宴席となりました。

勤行のなか参列者全員がお焼香をし

上棟を感謝しました。

平成22年4月10日には前住職も元気

で参列しお焼香をしていました。

丸平建設社長が「古歌」と呼ばれ

る上棟祝詩を熱唱されました。

『上棟の儀』では野口棟梁を介し三人

のお大工さんに木槌が渡されました。

「槌打ちの儀」大屋根に登ったお大工さん

が棟梁のかけ声で屋根を打ち付けます。

「棟札（むなふだ）奉納」では

天井の滑車から伸び

たロープの片方は棟

板、も一方は境内まで

延ばされ、参列者全員

でかけ声とともに天井

高く引き上げられまし

た。
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木造耐震を向上させるために壁は全て

Ｗの筋交（すじかい）いが入っています

横揺れから柱を支える火打梁（ひうちばり）は

264本取り付けられています。

外塗りは少し厚めにドロを付けても

らえたようです。
腐れドロという数年寝かせ発酵した緑色

の土でヒビ割れしないそうです。

全ての火打梁には特別懇志進納者の

名前が書き入れられました。

壁は伝統的な荒壁、谷汲の若林親方によ

って丁寧に編んでもらえました。

竹は国産真竹、シュロ縄で縛っていく本式の

真壁下地です。

筋交い用の金具だけで480枚強力なボル

トで固定されています。
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屋根瓦は岐阜市琴塚の坂井製瓦で、本堂と同

じで美濃一のブランドです。

五月晴れの青空に映えるいぶし銀の甍

（いらか）が現れはじめました。

絵になる仕事ぶりの田中葺師は全国技能

グランプリ１位のスーパ職人さんです。
高さ11mの天辺に絶妙な角度で鬼瓦が

据えられます。

6月30日2ヶ月半を要し美しい姿の瓦屋

根が完成しました。

葺師は養老の村上屋根工事店、お寺の屋

根専門で全国を回ってみえます。

葺き始めから一月で大屋根部分の平瓦が

葺きあがりました。

4月13日から屋根工事が始まりました。桟葺

という土を使わず屋根を軽くする工法です。
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お彼岸の9月21日棟梁の手で大屋根三

ヶ所の懸魚が取り付けられました。

天井裏に光が差し込むのもあと少しの間に

なりました。

瓦が葺き上がった6月25日、大屋根妻の

木連格子（きづれごうし）が取り付けられました。

下から見ると小さいですが、実際はかなり

大きなものです。

破風（はふ）に付ける懸魚（けぎょ）の大き

さを原寸図で決めます。

住職の希望で図面より二

回り大きくなりました。

彫刻師の手で仕上げられ

た品の良い懸魚です。

室内でお大工さんが米ヒバの角

材を原寸に合わせて作ります。

窓を開け屋根の上を破風妻（は

ふつま）まで運んでいきます。

二枚の木連格子が合体し

妻壁に納められました。
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旧庫裏の鴨居（かもい）がカンナ仕上げをされ

運び込まれました。

かつての座敷に使われていた鴨居2本を合

わせ一枚の床板に加工されました。

45㎝幅で厚さ12㎝の立派な板は

飴色の光沢を放っています。

２階の飾り棚床板として美し

い木目で再生しました。

１階廊下は12㎝巾から材料変更した18㎝

巾の桧無垢板が貼られました。
フローリングは縁板と相殺の材料変更でした

が、楢材の無垢板で貼ってもらえました。

幅60㎝長さ6m厚さ5㎝ケヤキ無垢板の上

がり框（かまち）踏板が取り付けられました。

幅80ｃｍ長さ3.5ｍ厚さ4ｃｍケヤキ無垢の玄関ホ

ールの床間板、木目の向きを相談しました。

ホゾ穴を木口で埋め旧庫

裏の面影を残しています。
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広間から廊下を越えてスムーズに収納、

壁のまん中に穴が開けられています。

玄関ホールは150号絵画の自走式収納飾

り床、なかなかのアイデアです。

大工のカキ氷屋さん、職人さんの休憩は

楽しそうです。

２階座敷畳の下と納戸に吊束調

整ボルトヘッド隠れています。

鴨居を固定する吊束（つりづか）の中心に長い穴を開け、そこへ

２階の床からボルトを通して固定します。

大広間の収納襖、4間の鴨居（かもい）が下が

ったら厄介、工夫してもらいました。

飾り床間に絵が引き立つよう、桧で額縁を

作ってもらいました。

７枚の絵画を収納できるようにフラッターレ

ールが配置してあります。
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玄関吹抜は左官仕上げで壁とキャットウ

オークの対比が和モダン風になりました。

内部廊下は木造和風の雰囲気を強調する

ため、珪藻土（けいそうど）の左官仕上げです。

建て方から8ヶ月、足場が撤去され玄関吹

抜けに格子が取付られました。

11月10日造作終了お大工さんの作業終

了記念写真です。

大広間の仏間は京都の鷲見仏具店が軸

回し扉で制作しました。

仏間内部の金紙は京都の表具屋さんに

貼ってもらいました。

高さ10mの玄関吹き抜けは垂木やハネ木

が複雑に組み合わさっています。

天井裏のまん中には耐火壁が造られ、そ

の前に棟札が固定されています。
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厨房土間部分の給排水は使い勝手を考

え配置されました。

土間の表面は滑り止め骨材の入ったポリ

ウレタン樹脂でお化粧してもらえました。

２階の住宅部分は外階段を付けますが景

観を損なわない設計になりました。

広間のメイン電灯40wが30本も使われて

いますがHf蛍光灯で節電だそうです。

壁やフードはすべてステンレスでレストラ

ンの厨房のような雰囲気です。

２階の納戸は踏天井で床が開閉しウインチが

活躍するエレベーターホールです。

配電盤はたくさんのコードが集まり30kVAの

電気を振り分けています。

８０Ｌと５５Ｌのガス回転釜が据えられると

給食センターのようになりました。
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５寸勾配の反り屋根で景観と総二階２０８

坪の床面積で機能を合わせもった壮大優

美な庫裡会館になりました。

修復された大玄関正面廊下は門信徒画廊になり

門徒の絵画で賓客をもてなします。

２階からの眺めも考えＲＣの防火棟屋根

は箱庭風に仕上げました。

平成22年12月15日完成引渡がされました。

大玄関の奥には手洗棟を増設し安心してお

参りできるようになりました。

中庭は明るくすっきりと仕上げてもらいました。

正尊寺総代で後藤造園親方だった後藤和夫氏

の遺作となった庭です。
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開放的な待合は靴を脱がずにゆっく

り話のできる部屋になっています。

広々とした玄関ホールは重厚かつ多目的に使える

よう仕上がりました。

52畳の大広間を仕切る襖は壁や廊下を越え簡単に格納

でき、格調ある仏間座敷でありながら多目的ホールへの

模様替えも簡単です。

玄関吹抜は二階の住職坊守とお客さんが対面会

話できるようリビングに小窓がついています。

巨木の地棟が見える吹抜玄関は京都唐長『天平大雲』

の襖紙で仕立てた照明が足元を照らします。
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旧庫裏の鴨居で作った棚のある２階踊り場

にも住職姉の絵が飾られています。

２階には８畳間が３部屋並んだ和室があり法

要などでお座敷なります。
床の間は違い棚を造らず『南蛮七宝文様』の

唐紙でアクセントを付けています。

２階のリビングルームも地棟が見えるよう天

井を貼らず開放的に仕上げられました。

４２畳の厨房は柱と耐震筋交いだけで壁を

塗らず開放感ある仕上がりになりました。

２２畳の板間には作業台兼用のＩＨ式アイラ

ンドキッチンが置かれています。

２０畳の土間部分は様々な行事に対応で

きる厨房機器の配置になりました。
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前住職は庫裡完成一月前、新庫裡で暮らすことなく平

成22年11月12日享年93才で往生しました。

本葬は庫裡が完成引渡後の12月20日、多くの門徒と

縁者が集い執りおこなわれました。

葬儀開始式前、住職･若院･坊守・本

部委員・建築委員が勢揃いでの写真

を撮ることができました。

前住職の葬儀を縁に大勢の門徒が完成直

後の庫裡を見ることができました。
大広間はスクリーンで本堂の葬儀式を映す

サテライト会場になりました。

葬儀終了後大広間では役員と寺親戚が２００

名集い三十五日の法要をお勤めしました。 法要後テーブルが並べられ会食、この葬儀

で２００人規模の行事がスムーズにできるこ

とが実証されました。
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庫裡は仏間座敷としてホールとして様々に利用されています。

報恩講のお斎（とき）場 永代経開闢（かいびゃく）法要のお斎座敷

ライオンズクラブ法要例会々場 企業セミナー会場

研修会々場 音楽演奏会ホール

親子お経教室のお楽しみ キッズサンガおやつ作り

年忌法事会場 お葬式会場
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正尊寺の活動行事に参加しましょう

美濃四十八座 真宗講座
年５回の公開講座

お仕事のある方でも参加できるよ

う夜のお座もあります。

出席スタンプをためると回数に応

じ表彰しています。

日曜学校
毎週日曜日午前８時から40分。

春には京都旅行、夏休みにはサマ

ースクールが待っています。

キッズサンガ親子お経教室
毎月第３金曜夜７時～８時半まで

お経や作法の練習、仏さまのお話も

親子一緒に聴きます。

毎回楽しいおやつ作りもします。

仏教壮年会
毎月第２日曜午後８時から例会、

お経の練習と今は歎異抄について

学びます。

年1回現地学習と懇親のため一泊旅

行もします。

仏教婦人会活動
様々な行事に参画しています。

加談会
か だん かい

本部委員のOBで組織されています。

報恩講などの行事にはいつも参加です

正尊寺の活動行事はホームページやBlog

でご紹介しています。

http://www.shosonji.or.jp

※このページの写真加工トリミング､お任せします。
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